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殖および骨髄内での 1L-l , 1L-6 活性の上昇が起きることなど，多発性関節炎における様々な骨髄の反応を見出した。







1 )最終濃度 1 mCi/mlのトリチウムサイミジン(3H司TdR) を培地に加え， 48時間パルスにて細胞核を標識。 2 ) 
細胞蛍光標識キット(大日本製薬)を用い PKH26蛍光色素で細胞膜を標識。まず R1 標識細胞を移入したラット
を 2 日後に屠殺し，採取した各組織(骨髄，滑膜，牌臓，肝臓，腎臓，皮膚)の液体シンチレーション計測を行い，標
識細胞の体内分布を調査した。次に，牌摘ラットに Trentham らの方法にしたがって 2 型コラーゲンを感作し， C1A 
発症前後で各週毎に屠殺，標識細胞の滑膜組織への移行の有無を経時的に検討した。 R1 標識組織は 4-6 週の暴露に
てオートラジオグラフィーを行い，蛍光標識組織は凍結切片を蛍光顕微鏡にて観察した。
【成績】
液体シンチレーション計測の結果，無処置ラットにおける高い放射活性の主な集積は骨髄 (30%) と牌臓 (36%)
であったが，牌摘ラットでは骨髄に全体の62%の放射活性が集積した。一方滑膜組織ではいずれのラットにおいて
もパックグラウンドレベルの活性しか検出されなかった。






















るいわゆる bare area の部分で骨を貫通する小血管腔を通して関節腔内に侵入することが明らかとなった。関節炎の
増悪、に伴い骨皮質を貫通する腔も拡大され，多くのストローマ細胞が骨髄から滑膜組織中に移動し，表層下層を形成
した。以上の組織学的所見より，骨髄由来の間質細胞が関節腔内での炎症病態に関わっている可能性が示された。動
物実験系において関節部骨髄の異常がどのように関節内滑膜の病変に関与し保ちうるかが明らかになったことで，慢
性関節リウマチの病態解明に重要な示唆を与える有意義な研究であり，学位に値すると考える。
ワ
I
? ?
